
休日の当番病医院　９時から18時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。
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平日夜間の当番病医院　内科は 19時から 22時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。
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８月の休日夜間急患センター臨時休診日

15日㈬と16日㈭は、休日夜間急患センター
は臨時休診となり、左記の病院が当番です。

　救急車の出場件数は、年々増加しています。このままで
は、本当に救急車が必要な人へ適切な救命処置等が遅れ、
救える命が救えないということがあります。
　「病院へ行くと待たされる」「救急車はタダだから（タ
クシー代わり）」「夜間・休日で医療機関が分からない」
などで救急車を利用するのではなく、一人でも多くの人を
救うため、本当に救急車が必要かどうかよく考えて、利用
してください。
【救急車が必要な症状や状況】
●意識が低下、息が苦しい、胸の激痛、激しい頭痛、激し
　い腹痛、ろれつが回らない、手足が痺れる、大出血、吐
　血・下血など
●交通事故（強い衝撃）、ハチに
　刺された（アレルギー症状）、
　溺れた、熱中症、広範囲なやけ
　ど、餅などの食物を喉に詰めた、
　頭を強く打ったなど

　日本の夏の風物詩、花火。家庭で気軽に楽しめる花火で
すが、火の始末をしなかったり取り扱いを誤ると、思わぬ
ところへ飛火して火災になったり火傷（やけど）等の事故
を引き起こします。
　花火をするときは、次のことに注意しましょう。
●燃えやすいものの近くで遊ぶのはやめましょう。
●風の強い日にはやめましょう。
●必ず大人が付き添い、子どもだけで遊ばせないようにし
　ましょう。

●説明書をよく読み、正し
　い取り扱いをしましょう。
●花火を分解したり、数本
　まとめて点火するのは絶
　対にやめましょう。
●必ず水を入れたバケツを
　用意し、後片付けをしま
　しょう。
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